


すくーるふたば

入会のご案内
「らくだ教材」で学びます

学習科目一一算数数学国語英語� (伺教科でも会費は同じです)

対 象一一幼児から大人まで。

入会金一-10，000円(1家族� 1[g)です。)

月会 費� -10，000円(兄弟割引があります。)

通信教育は12，500円(遠方の方は通信教育もできます。)

学習目一一月火木金(午後3時 30分~8時 30分) 

* ì~に匂回還っても会費は司じです。*いつで‘もプリントのに E告ができます c

子胃ての秘訣

指却をすれば子どもは宵っか?

決して台.たない

指導をしたから子と、もが育ったのではなく

勝手に行ったのだ

環境のなかで

子どもが{ufを見て、fUIをつかむか

何を自分の血や肉にしていくかは

ずどもが自分で決めているのだ

だから、子どもをこうしようと思っても

お問 い合わせ ・お申し込み

すくーるふたば-小西穂子

岡山市番町2丁目� 11-27 干700-0811 

tel.086-222ち454/fax.086-222-5452 

思い通りにできるものなんて何ひとつない

ならば何をすればいいのカ

それほただひとつ

チャンスを与えることだけ

そのチャンスを生かすか、殺すか

それは子ども自身が決めること� 

(耳Z井雷太氏・セルフラー=ンタ研究所所長・§くだ叙紺慢発奮)
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。
そ
れ
に
ど
う
働

た
い
と
思
う
こ
と
の
お
手
伝

ど
の
子
に
も
結
ん
で
い
る
き
か
け
る
か
が
医
者
の
役
目

い
を
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
困
こ
に
し
・
と
し
こ

然
学
習
力
は
き
い
倹
え

る
ふ
た
ぱ
」
を

主
宰
。
鎖
識
に
ま
じ
め
に
教

よ

う

に

な

っ

た

の

は

、

「

治

て

あ

げ

る

」

「

で

き

な

い

こ

れ

ば

、

そ

の

人

の

待

つ

「

命

習
を
考
え
る
会
「

年
前
か
ら
教
室
を
始
め
た
。
「
静
か
に
し
て
い
ら
れ
る
つ
」
か
に
し
て

e

l

る
ツ 

ル
と
し
て
事
井
氏
が
ぷ
の
と
ど
っ
ち
が
い
い
?
」
自
分
で
考
え
て
決
め
る
こ
と

聞
・
沼
週
明
層
調
掴
副
詞
誼

濯
絡
先
害
額
記
の
う
え
、

干

開
発
し
た
教
材
を
使
い
、
五
「
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
行
く
」
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
「
静

.
胴
臨
臨
阪
回
開
臨
釦
陵
量

一7
0
0
1
8
7
3
4、
山
陽

J

どもの自

風	

」
と
四回鳴
っ
て

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
し
ぼ
一
再開閥
解
脱
鐘
員
室

「鮫
愉
嵐

務
一
勧

三
人
の
わ
が
子
も
学
び
始
「
う
ー
ん
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
折
も
な
か
な
か
き
か
な
か
っ
た
ら
く

「
子
ど
も
・
ゾ
ェ
ン
ダ
…
発
」
係
。

篭
跨
0
8
6
1
2 

め
、
そ
れ
と
と
も
に
、

生
活

り
紙
と
、
本
と
、
お
も
ち
ゃ

息
子
も
、

自
分
で
考
え
て
決

l
」
を
テ
!
?
に
し
た
懲
見一 

4
41
3
9
0
4、
フ
ァ
ク

を
福
憶
し
ま
す
。

観
者
の
方
ス
0
8
6
1
2
4
5
1
5
2

の
場
面
で
も
い
ろ
い
ろ
と
変
を
待
っ
て
い
く
よ
。
そ
れ
か
め
た
こ
と
は
、

自
分
で
守
る
か
ら
の
ご
憲
見
、
ご
感
想
を 

9
6、 

〆 
ル 

化
が
訪
れ

た

。

ら

八

百
屋
さ
ん
で
お
悶挺惜子

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
あ
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
氏
名
、
己
⑤
ωω凶コ山可E
、=《。
 

。コヨ戸.わ。
 

司

州 

三-

l

だ
つ
た
。

と
。
「 
舟可白
は
お
母
さ
ん
は
い
ワ
」 

。、

そ
の
三
男
も
奇晶骨『は
小品蛍学干-
=
三
一
て
困
つ
た
ん
だ
け
ど
.
:
.
悶
明
明
臼
力
も
「
自
分
で
決
め
て
や
り

型

経

営

機
頭
稔
!子
一さ
ん

「人
間
に
は
も
と
も
と
治
勉
強
会
が
あ
っ
て
ど
う
し
て
子
ど
も
は
自
分
の
や
り
た

年
生
。
自
分
の
で
き
る
仕 

は
と
う
す
る
?
」
と
聞
い
て

続
け
る
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

る
う
と
す
る
自
然
治
癒
力
が
も
行
き
た
い
ん
だ
け
れ
ど
、
い
こ
と
を
実
現
す
る
に
は
ど
と
し
て
、

風
呂
婦
除
を

毎

日

み

る

。

を

通

し

て

確

実

に

身

に

つ

い

手
ど
も
た
担
援
人
が
集
ま

う
と
決
め
て
取
り
組
む
こ
と
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、

議

託
児
で
遊
ぶ
の
と
、
お
母
さ
う
す
れ
ば
い
い
か
、
相
手
と
や
る
よ
決
め
て
い
る
。
で

き

・

て

い

く

、

と

い

う

こ

と

も

。

り、

段
ボ
ー
ル
で
基
地
を
作

に
子
ど
も
た
ち
は
焼
く
ほ
ど
に
で
も

『
で
き
な
い
こ
と
が
ん
と
一

緒
に
い
て
静
か
に
遊
の
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
な
い
目
も
あ
る
が
、
そ
の
と
今
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
だ
れ
に
で
も
あ
る
自
然
学

っ
て
い
る
。
「
こ
こ
に
回閥横

一	

L

a
p
J

「
自
分
で
決
め
て
一
急
成
長
詩
語
夕
刊誌
手
当
日
一
」
三
訪れ
 

を
作
ろ
-
つ
」
「
入
り
口
の
穴
を

開
け
る
の
は
ど
う
す
る
?
」

、

、

、 

4
.

、 

だ
ね
。
お
風
呂
に
入
れ
な
く
る
の
?
」
と
相
手
に
間
い
か
な
か
っ
た
子
ど
も
の
一

面
が

「
こ
こ
に
イ
ス
を
置
い
て 

・
」
。
だ
ん
だ
ん
と
作
業
は

癒
し
く
な
る
が
、
段
ポ 

ル・

を
カ
ッ
タ
ー
で
切
っ
た
り
、

発	

然
学
習
力
を
僧
帽
す
る
教
育 

6
2年
名
古
田間
市
生
ま
れ
。 1

9

ガ
ム
テ 

プ
で
つ
な
げ
た
り

「自
然
学
電
力
」
を
感
じ
て
で
あ
り
、
教
育
に
か
か
わ
る

日
瞬
々
む
取
り
組
む
民
出

い
る
。

人
の
役
目
」

と

い

う

z
l	

岱
み
な
の
か
も
し
れ

夜
良
教
育
大
事
。
小
学
校
教

A

皮
倒
さ
れ
る
。	

そ
ん
な
舷
は

、

私

の

中

に

な

い

と

思

っ

て

い

る

。

師
、
製
隣
町
を
経
て
、

学
罰

大
人
が
見
守
る
な
か
で
、

自
然
常
習
力
に
気
が
つ
く
あ
っ
た
「
で
き
る
よ
う

に

し

自

艶
「
す
く 

子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
責
任

で
白
自
に
遊
ぶ 

さ
な
い
医
療
・

教

え

な

い

教

と

は

か

わ

い

そ

う

な

こ

と

」

の

規

き

」

の

よ

う

な

も

の

。 

0
ア
イ
ネ
ッ
ト
」
代
表
。
「
子

域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

育
」と
い
う
平
井
雷
太
氏
(
セ
と
い
う
教
育
観
を

大

き

く

覆

そ

ん

な

こ

と

を

、

子

ど

も

た

ど

も

の

腐
甥
所
ネ
ッ
ト
ワ 
1

楽
し
ん
で
い
る
プ
レ
パ
ー

ル
フ
ラ 

ニ
ン
グ
研
究
所
所

し

た

。

ち

と

の

や

り

と

り

を
過
し
て

ク 

お
か
や
ま
」
ス
タ

週
末
、
地

q

ク
の
光
衆
だ
。
自
分
で
や
ろ

長
)
の
隣
演
会
が
き
っ
か
け
自
館
学
電
力
に
働
き
か
け

.e
	

感
じ
て
い
る
。
学
力
も
主
活
ツ
フ
。
岡
山
市
在
住
。

L
J
J
4
E
I
F

-
-

f
A

z

g

B
6
p

l
uy.b l

I
N
A
H

r
E
Z
Z

山陽新甥 :2003笠3司211日付)突破



だれでもでき吾、でき否ことは……うん、悪くない

学習の仕方を学びます。 算数、数学、国語、英語を使ったセルフラ一二ンク宇都ツール 「らくだ教材」を使います。

だれかに教えても己わなくても学べ、 「自分で考える力」を大切にできるように開発

されたプリント教材です。

学びのブロむス

....， 


「自分の状笛Jガ

自分でわかる
 ヤ

まず、学習のスタ トは、自分の課慧に自分で気づ 自分で決める
くこと。

ス卜、ソフウォ、ソチを使い、自分で時間をはかつて、問

題に取り込みます。� 1枚1枝のプリントには目安時
記録表にあらわれる自分の状態(目

安時間の変化、ミスの数の変化など)
閣が設定されています(邑安時閣でできていたら

が自分でわかることで、次に自分の
合?名ノ� 3 

g安時間とは、競争するための時慢ではなく、すら
やる学習を自分で決めることができ

ます。
すら無理なくできるようになる時間、つまリ、身に

学習コーディネーターがサポートをし、
ついたかどう力、の目安、ということです。

・望空けたら、自分で答え合わせをします(ミス3つ以
選択肢を提案しながら、本人が自分

で決めることを応援します。
;。内て合怨

「学習記録表� Jをつけるので‘昨日の自分と今日の


自分のわずかな変化もよく見えてきます。


タト的京� j激ではなく、子どもの本来もつ内発的動機


自然学習力� (できるようになりたい気持ち)を大切


にします。


一一子と宅定ぢi之、と九な力をつけてほしいですか?
「学力って、生きる傭刀のような宅のか宅・・・J

セルフラーニングは自分でやる学習ですが、一人だけでやる、と� L、う意味ではありませんコ

品習コーディネータ の提案にのってみた1')、聞かれて考えたりすることで、

一人の力ではできないことができていきます。

いつでもできるとは限らない、だったら、� L、つもできないことも続かない� G

きっとできるときがくるはず、ですc


できない自分を受入れられたら、そこからが 「始まり」です� z


壁をのり越えられないと自分で思い込んでいるだけかもしれない。

やってみると、ひょっとしたらで、きるかもしれない� G

わくわくしながら挑戦できると、

何が起こるかわからないおもしろさが待っています。



，， 

、，
." !こ戻りながら

らぜ九状12力を
つけていきます。� 

結黒を掘り返る e，学雪経験が重なっていくことで、搭

段を Î ~引段上っていくように、基礎

晩学習記録表を更ながら、学習コーデ
学力が身につき、生きる体力をたく

わえます。そのためには、繰り返すj舟め定之とを	 ィネーターと学習を援ジ返ります。
こと、毎日することが墓本cその繰り

実行する ヲ'� できないことはOK。それを否定し

ないで、どうするかを考える練習を	 返しには、 固有の時間があり‘固有
教えてもらわなくても、やっていけ のペースで進むことが必要です♀突
ば必ずできていくアJン卜ですε

することで、起きた筒窪に意昧が生

まれてきます。	 然やると大人でもむずかししiIJ¥5 -
表には自分で発見していけるヒント、

そして、その後には「て守ないjが「で
25も、その人にぴったりのところか

裏には解答とそのプロセスがありま ら順番に積み重ねていくことで、で
すので、習っていなくても、白分でや

きるJに変化する体験が待っています。

学習コーディネーターと「笥くJI話 きるようになっていきますぺo りながらできていきます。� 
すJを体験することで、人との関係	

:*莞Z 参照� 

1日の時間のうち、どこでやるか、時
の作リ方、折り合いの付け方など、コ

ミュ二ケーションの練習をすること
高の管理なども工夫していきます。 一一三一ニ一一

になります。
~.~，.t" 

い 引 ・ 川 $1， 

1.":.~計 @ 円 、f ・1官 l!.、 -. F 

州包三
「

l J.......そ l -~- -"， 

と� S守ι-;; - j~ 

t‘

" 	
Zる

. 

守	 戸

守。
z 

一
ー

も、川"
ー

ヲ
r

宮� '.ι， 
戸 ‘� 

4 戸
2 

内宮 包� 

"

:'"，.~

、" "]..

e-m
"<，、白� 

.
u 	 、、三，3 

・J-

r 

'. '--、ムー ゅー;'� 
，..~-\て!..'\へ'~--;-，) ザ，� .，

.，:.

ハ 、ち匂

ー電ーち�  -'- E 

・
，-

マー'" 山「ー

、‘� 

ト
�
 

内

-

ち宅� 
V

e・ " 
~~ O-' 

、
L包，m

〕 --・
s ，‘-


1 ・� "-，.・'1.

PZ44L ...1" ¥-' 、" g

H
-内

凶 叫� 

ヲ
一
時

ち

戸

句

‘
J 

h e"も、ー も l!.:三:..--晶、、	
F 

、z
" 

二‘<・7

ら事 ー> 

抗争之) ¥1 . .~，、ーーτでS 断 「、�  

‘ ，. 
、� 

白、・1 31，..~ 

ーも〉� J

6吉 守' -'1~ n・ u 

九巳ー宗
J
H‘.1，‘言3

台� ー� 
.. ~- -=:雫ー- 壬� 

r
v

l畠 町

.、 ~ -l;ち	 " ;"l 三~， }"l. ナコ三きで1

f;
 ぷう� ょ?zi:1323kが4山� 

s 	

主� が る
~2人しかL 

61乙h

7';、
川 容 百� 
.J0' ... ' 

「毎日学習するJということがたんたんと習慣になることで、さまざまな可能性が開かれまする

「やりたlリ「やりたくなLリという「やる気jに頼ったり振り因されたりするのではなく、

まず‘はやっているうちにやる気jが育ってL、くのですc

押し付けられでも、それは自分の再びじゃない。

自分で決めたら自分の足で歩き出せる。

それが自立の第一歩。

繰り返してやれば、その人なりにかならずできていくことで、

「できた!Jの体験を積み重ねます塁

「私も結構L、けるんじゃない� ?Jと、f自己肯定感jが生まれます。
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-nI当の学力って・.. 

20世紀の学び方は、効率を重視することで、ひとりひとりの持つ

固有の時間の流れをないがしろにしてきたのではないでしょうかっ

これからの学びかたは、一人一人の力、固有の時間に応じて、そ

の人なりに進むことが大切だと考えます。そして、学習を学校任せ、

先生まかせにするのではなく、自分の責任で自分流に学んで、い

く時代ですc

らくだ教材に出会い、基礎学力を身につけるプロセスで、生きる体

力を蓄えていくことが可能であることを実感しています 「自分で

決める力Jr自分で、決めたことを気分に流されないでやり続ける力j

「できないことにぶつかったときに、それを乗り越える力H集中力� j

「ねばり強さJ.・・そんな力が育つことで、結果として本当の学力

がついていくのだと思いますc

キミ1主』丈一二コー竺コ� 2字軍王，害1:;;:，.~'"三 J二:学応て字三重奏E重tEFfz

ニで三ら<， ~工事~tてす L早人されて 主 τ す一三;七五でぶ~1古7j"-3 d2でそで
士 F 芋当言・

学習コーテイネーター
，一人ひとりの「できるようl之なり定い」を応援します。

小西稔子

教え好きの私は、小学校の教師時代、� 3人のわが子の子育てを、

「子どものためにjと思って一生懸命やってきたつもりだったので、

すが、手取り足取り教えると子どもは私に依存し、かとL、って、 自

由にのびのびと、とほったらかしにしおくのはただの放任。それで、

は、どうしたらいいの? と新しい関係作りを模索しているときに、 「セ

ルフラーニング」とL寸学びと、 「学習コーテ、ィネータ� -JとL寸存在

に出会いました。人がもともともっている自然学習力が動き出し、

能動的になっていくには何が必要なのか、とl、うことを考えていく

ことがライフワークになっていますっ� 


